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論 文 内 容 の 要 旨 









分枝を縫合するという術式を考案し、その良好な結果とともに臨床例として報告している。（Annals of Plastic 
Surgery, 53(5) : 496-500.2004.） 
 本研究の目的はこの術式ならびに従来の術式の、動物モデルを開発、作製し、その機能的回復を種々の方法で評価
し、有用性を検討することである。 








性トレーサー（True blue と Diamidino yellow）を注入し、脊髄ならびに後根神経節にて標識された神経細胞を観察
し、評価した。側枝の存在は神経細胞の二重標識として証明される。また、前脛骨筋、腓腹筋の重量を測定し、その
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